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令和３年第２回定例会開かれる
１１人が一般質問に立つ
委員会活動
審議結果
特集
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令和3年 第2回定例会開かれる
６月３日～６月２５日、令和３年第２回定例会を開き、専決処分の承認２件、条例制定１件、

条例改正２件、補正予算３件、専決処分の報告１件、その他５件、議員発議１件について審議・決定しました。

令和３年度本巣市一般会計補正予算
○一般会計補正予算（第１号）　　専決処分による1,690万円の増額
○一般会計補正予算（第２号）　　3,183万円を増額し、総額184億8,109万円
○一般会計補正予算（第３号）　　2億5,728万円を増額し、総額187億3,836万円
○一般会計補正予算（第４号）　　9,451万円を増額し、総額188億3,287万円

繰越計算書の報告
○令和２年度本巣市一般会計繰越明許費繰越計算書について

条例関係
○専決処分の承認を求めることについて（本巣市税条例等の一部を改正する条例）
　地方税法の一部を改正する法律（令和３年法律第７号）の公布に伴い改正する。
○押印等の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例について
　押印等を求める手続きの見直しに伴い、関係条例を改正する。
○本巣市印鑑条例の一部を改正する条例について
　個人番号カードを利用して、コンビニエンスストア等に設置されている端末機から印鑑登録証明書を取得
　できるようにするため改正する。
○本巣市水道事業給水条例の一部を改正する条例について
　より安定した財源を確保し、経営基盤の強化を図ることを目的とし、水道料金を改定する。

その他の議案
○原状回復請求調停事件の調停について
○市道路線の認定について
○物品売買契約の締結について（消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型））
○工事請負契約の締結について（（仮）根尾学園整備工事）
○専決処分の報告について（道路の陥没による事故に係る損害賠償）

議員発議
○本巣市会議規則の一部を改正する規則について
　多様な人材の市議会への参画を促進する観点から必要な環境整備等を図ることに加え、デジタル化対策
　の一環として押印等見直しに係る規定の整備を行う。
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議
員
活
動
日
誌

▲黒田議員（左）、上谷議員（中）、臼井議員（右）

全国市議会議長会・
東海市議会議長会から功労者表彰
令和３年第２回定例会閉会後、上谷政明議員に２０年の特別表彰、
臼井悦子議員、黒田芳弘議員に１５年の表彰状が伝達されました。

日　

付

場　

所

会　

議　

名　

等

庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会

議
会
改
革
検
討
委
員
会

全
員
協
議
会

中
濃
十
市
議
会
議
長
会
総
会（
書
面
会
議
）

全
国
市
議
会
議
長
会（
書
面
会
議
）

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
開
会
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

総
務
企
画
委
員
会
協
議
会

文
教
福
祉
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
閉
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

第
２
８
６
回
岐
阜
県
市
議
会
議
長
会
議

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
総
務
介
護
常
任
委
員
会
協
議
会

も
と
す
広
域
連
合
老
人
福
祉
常
任
委
員
会
協
議
会

も
と
す
広
域
連
合
療
育
医
療
衛
生
常
任
委
員
会
協
議
会

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

郡
上
市

東
京
都

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

真
正
分
庁
舎

糸
貫
分
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

飛
騨
市

本
庁
舎

真
正
分
庁
舎

真
正
分
庁
舎

衛
生
施
設

５
月
１０
日（
月
）

５
月
１１
日（
火
）

５
月
１７
日（
月
）

５
月
２０
日（
木
）

５
月
２６
日（
水
）

５
月
２７
日（
木
）

６
月
７
日（
月
）

６
月
１５
日（
火
）

６
月
１６
日（
水
）

６
月
１８
日（
金
）

６
月
２１
日（
月
）

６
月
２２
日（
火
）

６
月
２５
日（
金
）

６
月
３０
日（
水
）

７
月
８
日（
木
）

７
月
９
日（
金
）

７
月
１４
日（
水
）

７
月
２８
日（
水
）

７
月
２９
日（
木
）

７
月
３０
日（
金
）

６
月
３
日（
木
）

６
月
24
日（
木
）
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●一般質問●

Q

Q

Q

一般質問11人が に立つQA& 6月定例会

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　

対
策
に
つ
い
て

　

市
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
認
知
度
は

　

「
第
４
波
」
の
感
染
者
が
急
増
し

　

て
い
る
事
は
十
分
認
知
し
て
ま
す

髙
橋
・
健
康
福
祉
部
長

　

市
民
へ
の
感
染
症
予
防
に
対
す
る

　

啓
発
活
動
は

　

感
染
防
止
対
策
を
周
知
し
ま
す

　

市
施
設
に
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
、

防
災
無
線
を
活
用
し
行
動
自
粛
の
協

力
依
頼
等
を
周
知
し
ま
す
。

　

商
工
業
者
に
対
す
る
経
済
支
援
の

　

現
在
の
状
況
は

　

感
染
症
対
策
事
業
者
支
援
助
成
金

　

に
よ
り
助
成
し
ま
す

　

衛
生
備
品
・
換
気
扇
の
設
置
・
ト

イ
レ
手
洗
い
の
自
動
水
洗
化
等
の
設

備
改
修
費
の
助
成
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
、
感
染
症
拡
大
防
止
協
力

金
も
随
時
行
っ
て
ま
す
。

原
・
産
業
建
設
部
長

　

子
ど
も
、
子
育
て
、
生
活
困
窮
者

　

の
支
援
の
現
状
は

　

生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業
、
生

　

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
で
支
援

　

家
賃
助
成
、
小
口
資
金
貸
付
や
食

糧
支
援
を
行
っ
て
ま
す
。

髙
橋
・
健
康
福
祉
部
長

　
　

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

予
防
接
種
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
予
約
状
況
は
６
月
14
日

　

現
在
で
81
．２
％
で
す

髙
橋
・
健
康
福
祉
部
長

　

集
団
接
種
及
び
個
別
接
種
で
１
回

目
の
接
種
を
さ
れ
た
方
は
予
約
者
の

約
61
．５
％
、２
回
目
の
接
種
を
さ
れ

た
方
は
予
約
者
の
9.3
％
で
す
。

　

タ
ク
シ
ー
利
用
乗
車
券
の
利
用
状

　

況
は

　

対
象
者
４
４
５
人
の
内
49
人
の
利

　

用
が
あ
り
ま
し
た

　

接
種
の
啓
発
活
動
の
状
況
は

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
配

　

布
、
郵
送
等
で
啓
発
し
て
ま
す

　

接
種
の
完
了
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
を

　

目
途
に
し
て
い
ま
す
か

　

全
体
の
何
％
で
完
了
と
考
え
て
い

ま
す
か
。

　

国
は
11
月
末
を
目
指
し
て
い
ま
す

　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
や
接
種
率

な
ど
を
考
え
る
と
、
現
段
階
で
明
ら

か
な
数
字
を
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
の
展
望
と
課
題

　

産
業
誘
導
地
区
に
つ
い
て

　

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
は
多
く
の

時
間
を
要
す
る
。
他
の
方
法
は
。

　

土
地
所
有
者
に
意
向
な
ど
を
確
認

　

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

原
・
産
業
建
設
部
長

　

市
が
先
行
し
て
用
地
取
得
を
行
い
、

企
業
誘
致
に
備
え
た
造
成
工
事
を
実

施
す
る
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
に
よ
る
企
業

誘
致
を
進
め
る
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　

北
部
地
域
に
体
験
農
園
を

　

農
業
者
と
企
業
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
出
来
る
方
策
の
検
討
は
。

　

相
談
が
あ
れ
ば
実
施
に
向
け
、
あ

　

ら
ゆ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す

　

住
宅
用
の
木
材
需
要
に
つ
い
て

　

需
要
が
高
ま
る
中
、
森
林
組
合
等

に
出
荷
の
指
導
は
。

　

木
材
の
出
荷
を
進
め
る
下
地
が
出

　

来
て
い
な
い
状
況
で
す饗

場
・
林
政
部
長

　

救
急
搬
送
体
制
に
つ
い
て

　

（
仮
称
）
西
濃
厚
生
病
院
の
開
院

に
合
わ
せ
、
搬
送
が
充
実
す
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

　

圏
域
な
ど
な
く
、
搬
送
先
の
一
つ

　

と
し
て
対
応
し
ま
す久

富
・
総
務
部
長

　

教
育
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て

　

計
画
的
に
早
期
に
進
め
て
は
。

　

「
長
寿
命
化
改
良
事
業
」
を
計
画

　

的
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

青
山
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

「
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
」
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
長
寿
命
化
改
修

に
向
け
て
調
査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
は

　

現
在
進
め
て
い
る
大
事
業
「
東
海

環
状
自
動
車
道
・
（
仮
称
）
本
巣
Ｐ

Ａ
・
新
庁
舎
」
に
よ
り
、
本
市
は
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
あ
る
昨
今
、
国

か
ら
の
交
付
税
、
補
助
金
等
が
厳
し

く
な
る
と
想
定
し
ま
す
。
思
う
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
ま
す
か
。

　

「
活
力
あ
る
ま
ち
・
本
巣
」
の
実

　

現
に
向
け
推
進
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

経
済
活
動
の
衰
退
に
よ
り
消
費
税

等
の
国
税
の
減
収
に
よ
る
交
付
金
の

減
少
、
市
税
の
減
収
等
、
財
政
運
営

は
今
後
も
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
活
用
す
る
た
め
、
選
択
と
集

中
の
徹
底
に
よ
り
、
自
立
性
の
高
い

財
政
基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

上
谷
政
明

大
西
德
三
郎

（
市
政
自
民
ク
ラ
ブ
）

Q1A1Q2A2Q3A3Q4A4

A1 Q1A2 Q2A3 Q3A4 Q4

Q1A1Q2A2Q3Q4 A3

Q5A5Q6A6 A4
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●一般質問●

Q

QQ

QQQ A

Q A

　
　

障
が
い
児
教
育
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
た
ち
が
増
加
傾
向
で
、

本
市
の
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

　

障
が
い
児
教
育
の
現
状
と
今
後
の

　

考
え
は

　

３
つ
の
本
巣
市
独
自
の
取
り
組
み

　

を
し
て
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

１
つ
目
は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
、
指
導
な
ど
を
記
録
し
て
、

園
・
学
校
へ
の
支
援
に
つ
な
げ
て
ま

す
。
２
つ
目
は
本
巣
市
版
「
個
別
の

教
育
支
援
計
画
」
と
い
う
、
誕
生
か

ら
就
業
に
至
る
ま
で
の
記
録
や
支
援

計
画
が
１
冊
と
な
る
計
画
書
を
作
成

し
て
ま
す
。
３
つ
目
は
、
専
門
性
の

高
い
総
括
指
導
員
を
教
育
セ
ン
タ
ー

に
配
置
し
た
り
、
各
学
校
に
相
談
員
、

生
活
支
援
員
を
配
置
し
た
り
し
て
、

特
別
支
援
教
育
の
質
の
向
上
を
図
っ

て
ま
す
。
今
後
は
、
よ
り
早
期
か
ら

の
支
援
が
子
ど
も
た
ち
の
不
適
応
や

二
次
障
が
い
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

幼
児
教
育
課
に
配
置
し
た
教
育
相
談

指
導
員
を
中
心
に
、
園
に
お
け
る
特

別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
出
向
き
、
直
接
、
人

と
ふ
れ
あ
う
な
ど
の
生
き
て
働
く
職

業
体
験
や
学
校
教
育
・
福
祉
・
医
療

が
連
携
し
、
地
域
社
会
全
体
で
支
え

る
仕
組
み
を
整
え
た
り
す
る
な
ど
し

て
、
子
ど
も
ひ
と
り
ひ
と
り
の
社
会

的
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

　
　

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

　

中
学
校
教
員
の
部
活
動
顧
問
の
今

　

後
の
在
り
方
は

　

本
巣
市
型
部
活
動
「
（
仮
称
）
部
活

　

動
支
援
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

部
活
動
指
導
に
長
け
た
退
職
校
長

を
「
部
活
動
特
任
指
導
員
」
と
し
て

配
置
し
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
ク
ラ

ブ
の
先
行
実
施
を
考
え
て
ま
す
。

　
　

大
規
模
災
害
の
備
え
に
つ
い
て

　

福
祉
避
難
所
の
設
定
状
況
と
今
後

　

の
計
画
は

　

３
箇
所
を
指
定
し
て
お
り
、
避
難

　

体
制
の
再
構
築
を
図
り
ま
す

髙
橋
・
健
康
福
祉
部
長

＊
そ
の
他
左
記
の
質
問
を
し
ま
し
た

・
本
市
教
員
の
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
は

・
災
害
時
の
情
報
伝
達
方
法
は

　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
年
齢
や

成
長
の
度
合
い
に
見
合
わ
な
い
過
度

な
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常

的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
を
指
し
、

自
ら
の
学
び
や
成
長
に
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

本
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

　

会
の
認
識
と
調
査
結
果
の
見
解
は

　

関
係
機
関
相
互
の
連
携
を
図
り
な

　

が
ら
支
援
と
経
過
観
察
を
継
続

髙
橋
・
健
康
福
祉
部
長

　

県
の
調
査
に
対
し
市
内
で
は
１
件

の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
報
告
し
て
い

ま
す
。

　

教
育
現
場
で
子
ど
も
が
声
を
上
げ

　

や
す
い
環
境
づ
く
り
へ
の
見
解
は

　

校
長
会
で
共
通
理
解
を
図
り
、
加

　

え
て
教
職
員
研
修
を
実
施
し
ま
す

川
治
・
教
育
長

　
　

人
工
内
耳
及
び
専
用
電
池
購
入

　
　

費
助
成
へ
の
見
解
は

　
　

直
ち
に
助
成
す
る
こ
と
は
困
難

　
　

で
す

髙
橋
・
健
康
福
祉
部
長

　
　

非
常
用
電
源
装
置
等
整
備
事
業

　
　

へ
の
本
市
の
取
り
組
み
は

　

在
宅
で
人
工
呼
吸
器
な
ど
常
時
電

源
を
必
要
と
す
る
方
々
は
災
害
時
な

ど
の
停
電
が
命
の
危
機
に
直
結
し
、

発
電
機
等
整
備
の
支
援
が
必
要
で
す
。

　
　

早
急
に
利
用
出
来
る
よ
う
要
網

　
　

個
別
計
画
の
策
定
を
し
ま
す

髙
橋
・
健
康
福
祉
部
長

　

令
和
３
年
度
中
に
準
備
を
進
め
、

令
和
４
年
度
か
ら
の
実
施
を
検
討
し

て
ま
す
。

　
　

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

　

福
祉
避
難
所
と
は
災
害
時
に
一
般

避
難
所
で
過
ご
す
事
が
難
し
い
支
援

や
配
慮
の
必
要
な
方
を
受
け
入
れ
る

設
備
な
ど
を
備
え
た
避
難
所
で
す
。

　

福
祉
避
難
所
の
開
設
に
必
要
と
さ

　

れ
る
人
的
配
置
確
保
の
現
状
は

　

運
営
面
も
含
め
て
人
員
確
保
の
体

　

制
は
整
っ
て
い
な
い
状
況
で
す

髙
橋
・
健
康
福
祉
部
長

　

要
配
慮
者
が
福
祉
避
難
所
へ
直
接

　

避
難
の
体
制
づ
く
り
へ
の
見
解
は

　

今
後
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
ま
す

　

要
配
慮
者
が
一
般
避
難
所
へ
避
難

の
後
、
福
祉
避
難
所
へ
移
動
す
る
こ

と
は
本
人
・
協
力
者
の
労
力
・
時
間

の
二
度
手
間
と
な
る
な
ど
課
題
が
あ

り
、
直
接
避
難
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

今
枝
和
子

（
公
明
党
）

髙
橋
勇
樹

Q1A1
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QQ

Q

Q

Q

　
　

市
施
設
内
の
感
染
予
防
対
策
に

　
　

つ
い
て

　

市
は
庁
舎
に
お
い
て
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
し
て
行
い
予
防
対
策
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

施
設
の
感
染
予
防
対
策
の
現
状
は

　

職
員
間
の
感
染
防
止
に
努
め
て
ま
す

久
富
・
総
務
部
長

　

実
施
し
て
い
る
対
策
を
掲
示
さ
れ

　

て
い
ま
す
か

　

ご
理
解
ご
協
力
頂
く
よ
う
に
窓
口

　

カ
ウ
ン
タ
ー
に
掲
示
し
て
ま
す

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
農
業
生
産
物
販

　
　

売
の
支
援
に
つ
い
て

　

国
内
各
地
で
農
産
物
の
販
売
に
苦

慮
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
状
況
を
確

認
し
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

市
内
の
農
業
生
産
販
売
の
現
状
は

　

生
産
量
、
販
売
量
と
も
に
変
動
は

　

あ
り
ま
せ
ん

原
・
産
業
建
設
部
長

　

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け

　

て
い
る
農
産
物
は

　

在
庫
を
抱
え
米
の
買
取
が
で
き
な

　

い
業
者
が
増
え
る
と
予
想
し
ま
す

　

買
取
価
格
が
下
落
し
大
き
な
影
響

を
与
え
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
消
費
を
増
や
す
施
策
は

　

地
産
地
消
を
増
や
す
取
り
組
み
を

　

推
進
し
て
ま
す

　

新
鮮
な
米
を
安
価
で
食
べ
ら
れ
る

Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
の
『
蔵
出
米
』
が
ヒ
ッ
ト

商
品
に
な
っ
て
ま
す
。

　
　

Ｄ
Ｘ
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
、
そ
の

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
市
民
が
い
る

一
方
、
そ
の
急
激
な
変
化
に
混
乱
す

る
市
民
も
い
ま
す
。

　

条
例
の
改
正
の
必
要
な
い
押
印
廃

　

止
の
進
捗
状
況
は

　

順
次
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す

洞
口
・
企
画
部
長

　

リ
モ
ー
ト
の
促
進
は

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
必
要
か
ら

　

困
難
な
状
況
で
す

久
富
・
総
務
部
長

　

国
は
業
務
シ
ス
テ
ム
の
接
続
の
一

部
を
見
直
す
予
定
で
す
。
動
向
を
注

視
し
業
務
に
支
障
の
無
い
範
囲
で
促

進
し
ま
す
。　

　

推
進
計
画
の
策
定
は

　

総
務
省
の
示
す
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

　

手
順
書
を
参
考
に
策
定
し
ま
す

　

市
民
の
力
を
活
用
で
き
ま
せ
ん
か

　

利
用
者
目
線
に
立
っ
た
デ
ジ
タ
ル

　

化
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

　
　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
つ
い
て

　

本
巣
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

　

基
本
的
な
目
標
は

　

目
指
す
べ
き
姿
は
「
強
く
し
な
や

　

か
で
活
力
あ
る
ま
ち
」
で
す

久
富
・
総
務
部
長

　

国
及
び
県
の
計
画
と
調
和
を
図
る

た
め
４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
ま

す
。
「
市
民
の
生
命
の
保
護
が
最
大

限
に
図
ら
れ
る
こ
と
」
「
市
の
重
要

な
機
能
が
致
命
的
な
障
害
を
受
け
ず

維
持
さ
れ
る
こ
と
」
「
市
民
の
財
産

及
び
公
共
施
設
に
係
る
被
害
の
最
小

化
」
「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
で
す
。

　

自
然
環
境
の
多
様
な
機
能
を
活
か

　

す
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
見
解
は

　

持
続
可
能
で
あ
る
地
域
づ
く
り
に

　

考
え
方
の
活
用
は
大
切
で
す

　

し
な
や
か
な
ま
ち
・
活
力
あ
る
ま

　

ち
づ
く
り
に
関
す
る
見
解
は

　

民
間
企
業
と
の
連
携
や
地
域
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
強
化
を
図
り
ま
す

　

学
校
施
設
で
の
避
難
所
開
設
訓
練

　

の
実
施
状
況
は

　

昨
年
度
に
続
き
５
月
か
ら
す
べ
て

　

の
小
中
学
校
で
実
施
し
ま
し
た

青
山
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

避
難
所
開
設
訓
練
に
地
域
住
民
が

　

参
加
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は

　

大
変
有
効
で
実
施
を
検
討
し
ま
す

久
富
・
総
務
部
長

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
各

避
難
所
の
職
員
配
置
は
少
数
に
な
り

避
難
所
の
開
設
・
運
営
は
避
難
さ
れ

た
住
民
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

本
市
を
代
表
す
る
生
物
に
つ
い
て

　

多
様
な
生
物
群
の
保
護
保
全
に
対

　

す
る
見
解
は

　

保
護
条
例
の
制
定
や
市
補
助
金
の

　

交
付
に
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
す

村
澤
・
市
民
環
境
部
長

　

湯
ノ
古
公
園
の
水
車
の
故
障
等
の

　

問
題
点
へ
の
対
処
は

　

岐
阜
高
専
と
コ
ラ
ボ
し
て
新
し
い

　

水
車
を
作
る
計
画
で
す

原
・
産
業
建
設
部
長

　

ホ
タ
ル
保
護
活
動
推
進
ワ
ー
キ
ン

　

グ
チ
ー
ム
の
設
置
目
的
目
標
は

　

職
員
の
知
識
を
高
め
、
関
係
部
局

　

の
情
報
共
有
や
連
携
を
図
り
ま
す

　

政
策
に
繋
が
る
企
画
を
立
案
し
実

行
し
ま
す
。
今
年
度
は
生
態
配
慮
型

水
路
の
ホ
タ
ル
保
護
の
有
効
性
を
検

証
し
ま
す
。

＊
他
に
数
問
の
質
問
を
し
ま
し
た

髙
田
浩
視

寺
町
　
茂

Q1A1Q1A1 Q2A2Q2A2

A3 Q3A2 Q2A3 Q3A4 Q4 A1 Q1
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Q

Q Q

Q

Q

　
　

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
本

　
　

巣
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　

若
狭
湾
に
面
し
た
エ
リ
ア
に
13
基

の
原
子
炉
が
あ
り
ま
す
。
本
年
４
月
、

40
年
を
経
過
し
た
原
子
力
発
電
所
３

基
に
つ
い
て
、
20
年
の
延
長
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
本
巣
市
か
ら
の
距
離

は
60
〜
70 

km
あ
ま
り
、
何
ら
か
の
要

因
で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
風
向

き
や
風
力
に
よ
っ
て
は
、
１
時
間
ほ

ど
で
放
射
能
物
質
が
到
達
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
対
す
る

　

本
市
の
備
え
や
対
策
は

　

国
や
県
の
定
め
る
「
原
子
力
災
害

　

対
策
」
に
基
づ
き
備
え
て
ま
す

久
富
・
総
務
部
長

　

本
市
は
「
原
子
力
災
害
対
策
重
点

地
区
」
と
な
る
30 

km
圏
内
で
は
な
い

た
め
「
原
子
力
対
策
強
化
地
域
」
と

し
て
、
県
が
実
施
す
る
情
報
伝
達
訓

練
に
参
加
し
て
ま
す
。

　

放
射
線
被
ば
く
に
効
果
が
あ
る
と

　

い
う
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
用
意
は

　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、
本
市
独
自
で

　

は
備
蓄
し
て
い
ま
せ
ん

　

備
蓄
す
る
県
か
ら
の
指
示
に
基
づ

き
、
医
療
従
事
者
の
立
会
い
の
も
と
、

配
布
・
服
用
と
な
り
ま
す
。

　
　

本
市
の
誇
れ
る
資
源
と
な
る
地

　
　

下
水
に
つ
い
て

　

本
巣
市
の
生
い
立
ち
・
・
数
万
年

前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
根
尾
川
、
糸
貫

川
が
上
流
よ
り
運
ん
だ
砂
利
や
砂
が

堆
積
し
た
沖
積
平
野
で
す
。
そ
の
肥

沃
な
土
地
は
、
代
々
の
住
人
に
対
し
、

優
良
な
農
地
と
し
て
多
く
の
恵
み
を

も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
る
陸
砂
利

採
取
地
は
、
本
市
が
定
め
る
要
綱
で

禁
止
し
て
い
る
上
水
道
水
源
よ
り

５
０
０
ｍ
よ
り
も
近
い
３
０
０
ｍ
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
30
年
、
１
０
０

年
、
１
０
０
０
年
先
に
そ
の
優
良
な

地
下
水
が
存
続
す
る
の
か
不
安
を
覚

え
ま
す
。

　

将
来
に
向
け
優
良
で
自
慢
で
き
る

　

本
市
の
地
下
水
の
保
全
に
つ
い
て

　

屋
井
工
業
団
地
・
最
終
処
分
場
周

　

辺
等
で
水
質
検
査
を
し
て
い
ま
す

村
澤
・
市
民
環
境
部
長

　

水
は
、
循
環
す
る
過
程
で
生
態
系

の
維
持
・
保
全
や
市
民
生
活
、
産
業

活
動
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
環
境
省
が
策
定
し
て

い
る
地
下
水
保
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
参
考
に
、
地
下
水
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
よ
る
地

　
　

域
活
性
化
へ
の
政
策
に
つ
い
て

　

本
市
の
市
有
施
設
に
お
け
る
太
陽

　

光
発
電
の
設
置
状
況
は

　

幼
児
園
３
、
小
学
校
６
、
中
学
校

　

３
の
計
12
施
設
に
設
置
し
て
ま
す

久
富
・
総
務
部
長

　

こ
の
他
に
屋
井
工
業
団
地
の
調
整

池
６
２
０
０
㎡
に
て
民
間
企
業
が
太

陽
光
発
電
を
設
置
し
利
用
し
て
ま
す
。

　

森
林
の
適
正
な
伐
採
に
よ
る
市
独

　

自
の
環
境
整
備
補
助
制
度
は

　

高
性
能
林
業
機
械
の
リ
ー
ス
助
成

　

等
を
新
た
に
開
始
し
ま
す

饗
場
・
林
政
部
長

　

昨
年
度
か
ら
森
林
経
営
管
理
権
集

積
計
画
の
策
定
を
開
始
し
、
経
営
管

理
実
施
権
に
基
づ
く
森
林
整
備
を
進

め
て
ま
す
。
市
に
管
理
を
委
託
し
た

い
と
の
意
向
が
あ
っ
た
森
林
の
う
ち
、

間
伐
の
必
要
な
16
．57 

ha
に
つ
い
て
は
、

森
林
整
備
を
実
施
し
て
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
北
部
地
域
の 

　

雇
用
と
森
林
環
境
整
備
の
考
え
は

　

企
業
等
か
ら
具
体
的
な
相
談
等
は

　

な
く
、
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
地
域
の
バ

イ
オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活

用
す
る
も
の
で
あ
り
、
雇
用
と
所
得

を
確
保
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
北

部
地
域
に
お
い
て
現
状
困
難
と
考
え

ま
す
。

　
　

市
内
随
所
に
あ
る
狭
あ
い
道
路

　
　

に
つ
い
て

　

通
学
路
の
安
全
確
保
の
カ
ラ
ー
リ

　

ン
グ
や
通
行
時
間
の
規
制
は

　

通
学
路
改
善
会
議
に
提
出
さ
れ
た

　

要
望
を
検
討
し
て
対
応
し
ま
す

青
山
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

７
件
の
う
ち
、
改
善
さ
れ
た
も
の

は
３
件
、
見
送
ら
れ
た
も
の
３
件
、

検
討
中
１
件
で
す
。
車
両
通
行
規
制

１
件
は
県
公
安
委
員
会
の
判
断
に
よ

り
見
送
ら
れ
て
ま
す
。

　

災
害
時
等
、
緊
急
車
両
の
た
め
の

　

狭
あ
い
道
路
の
解
消
や
改
良
は

　

平
成
23
年
度
に
生
活
道
路
の
整
備

　

方
針
を
定
め
事
業
を
進
め
て
ま
す

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
生
活

　
　

の
変
化
に
対
す
る
支
援
は

　

個
人
事
業
主
に
対
し
て
市
独
自
の

　

支
援
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か

　

市
独
自
で
の
支
援
は
考
え
て
ま
せ
ん

村
澤
・
市
民
環
境
部
長

　

個
人
事
業
主
に
は
、
国
や
県
に
お

い
て
月
次
支
援
金
を
は
じ
め
各
種
支

援
が
行
わ
れ
て
ま
す
。

澤
村
　
均

（
日
本
共
産
党
）

河
村
志
信

Q1A1Q2A2

A1 Q1

Q1A1Q2A2Q3A3

Q1A1Q2A2Q1A1
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●一般質問●

QQ

Q

Q Q

　
　

懲
戒
処
分
に
つ
い
て

　

今
年
、
２
名
の
職
員
が
停
職
処
分

さ
れ
ま
し
た
。
不
祥
事
に
は
適
正
な

処
分
と
、
改
め
て
職
員
に
は
規
律
の

遵
守
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

懲
戒
の
審
査
の
手
順
は

　

担
当
課
で
受
付
け
、
職
員
懲
戒
審

　

査
委
員
会
で
審
査
し
ま
す

大
野
・
副
市
長

　

懲
戒
処
分
の
指
針
に
則
り
、
適
正

　

に
判
断
さ
れ
た
か

　

総
合
的
か
つ
慎
重
に
適
性
に
判
断

　

再
発
防
止
、
審
査
会
の
在
り
方
な

　

ど
、
今
後
の
対
応
は

　

組
織
的
な
連
携
強
化
に
努
め
ま
す

　

一
人
一
人
が
高
い
倫
理
観
を
身
に

付
け
、
職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
ま
す
。
指
針
や

審
査
会
の
在
り
方
は
状
況
に
応
じ
、

検
討
・
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
　

市
有
地
に
つ
い
て

　

市
が
保
有
し
、
売
却
で
き
る
土
地

に
そ
の
旨
を
記
す
看
板
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

看
板
は
い
く
つ
設
置
し
、
市
民
か

　

ら
の
問
い
合
わ
せ
等
は

　

３
か
所
設
置
し
ま
し
た

久
富
・
総
務
部
長

　

市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
７
件

あ
り
ま
し
た
。

　

希
望
者
が
あ
っ
た
場
合
の
手
順
は

　

一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す

　

地
積
の
確
定
、
予
定
価
格
を
設
定

し
、
入
札
を
行
い
ま
す
。

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
つ

　
　

い
て

　

市
で
は
幾
度
も
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
目
的

　

と
効
果
は

　

経
済
活
性
化
、
消
費
喚
起
等
で
す

原
・
産
業
建
設
部
長

　

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
生
活
支

　

援
対
策
が
目
的
で
す

髙
橋
・
健
康
福
祉
部
長

　

市
内
事
業
所
の
支
援
に
繋
が
り
ま

し
た
。

　

問
題
点
や
課
題
と
し
て
捉
え
て
い

　

る
こ
と
は

　

購
入
資
金
が
必
要
で
、
低
所
得
者

　

に
は
購
入
が
困
難
と
思
わ
れ
ま
す

　

ま
た
、
利
用
先
が
大
型
店
に
偏
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
の
考
え
は

　

市
民
一
人
当
た
り
５,
０
０
０
円
の

　

も
と
ま
る
商
品
券
を
配
布
し
ま
す

大
野
・
副
市
長

　

最
も
有
効
な
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
企
業
用
地

　
　

に
つ
い
て

　

公
表
し
て
い
る
土
地
の
地
主
と
価

　

格
等
の
話
し
合
い
が
で
き
て
る
か

　

土
地
所
有
者
の
理
解
を
得
る
こ
と

　

に
努
め
て
ま
す

原
・
産
業
建
設
部
長

　

工
業
地
域
に
指
定
さ
れ
た
浅
木
地

区
に
つ
い
て
は
、
一
丸
フ
ァ
ル
コ
ス

㈱
の
誘
致
に
向
け
地
元
説
明
会
を
行

う
な
ど
し
て
ま
す
。
温
井
地
区
に
つ

い
て
は
、
ア
ピ
㈱
の
誘
致
を
進
め
て

お
り
、
土
地
所
有
者
の
ご
協
力
が
得

ら
れ
た
の
で
、
全
て
の
土
地
取
得
が

完
了
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
ま
す
。

　
　

新
庁
舎
建
設
用
地
に
つ
い
て

　

砂
利
採
取
地
を
追
加
す
る
に
至
っ

　

た
経
緯
と
そ
の
理
由
は

　

３
月
議
会
定
例
会
で
予
算
修
正
動

　

議
が
可
決
さ
れ
再
検
討
し
ま
し
た

久
富
・
総
務
部
長

　

庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会
で
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
、
調
整
池
を
２

箇
所
か
ら
１
箇
所
に
す
る
計
画
の
見

直
し
と
、
容
量
の
計
算
方
法
の
見
直

し
を
踏
ま
え
て
、
調
整
池
を
自
然
流

下
が
可
能
な
深
さ
で
計
算
し
、
南
敷

地
に
配
置
す
る
場
合
、
職
員
用
駐
車

場
が
１
４
０
台
ほ
ど
し
か
確
保
で
き

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
北
敷
地

に
は
、
庁
舎
、
来
庁
者
用
駐
車
場
、

公
用
車
用
駐
車
場
、
ま
た
倉
庫
や
一

部
緑
地
な
ど
を
配
置
し
、
南
敷
地
に

は
、
調
整
池
と
必
要
最
低
限
の
職
員

用
駐
車
場
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、

南
敷
地
の
東
側
に
隣
接
す
る
土
地
１

筆
の
拡
張
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、

今
議
会
に
土
地
購
入
費
を
追
加
計
上

し
ま
し
た
。

堀
部
好
秀

鍔
本
規
之

Q1A1Q2A2Q3A3Q1A1

A2 Q2A3 Q3 A1A1 Q1A2 Q2

Q1A1Q1A1

▲浅木地区工業地域 ▲温井地区工業地域
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●一般質問●

Q

Q Q

　
　

過
疎
地
域
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
度
よ
り
「
一
部
過
疎
」
と
し

て
根
尾
地
域
全
体
が
指
定
さ
れ
た
。

　

計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
は

　

過
疎
法
の
施
策
目
的
は
、「
過
疎

地
域
の
持
続
的
発
展
」
と
し
て
お
り
、

目
指
す
姿
勢
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

　

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す

洞
口
・
企
画
部
長

　

根
尾
地
域
発
展
に
特
別
措
置
を
最

大
限
活
用
で
き
る
よ
う
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　

集
落
支
援
員
の
配
置
や
地
域
運
営

　

組
織
が
必
要
で
す

　

根
尾
地
域
で
は
集
落
機
能
の
低
下

が
著
し
い
。
持
続
あ
る
地
域
の
形
成

に
集
落
の
「
目
配
り
」
や
地
域
等
の

交
流
が
薄
れ
お
互
い
の
助
け
合
い
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

他
市
町
の
活
用
事
例
を
調
査
、
有

　

効
性
を
判
断
し
て
検
討
し
ま
す

　

市
長
の
考
え
る
過
疎
対
策
は

　

地
域
の
課
題
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に

　

対
応
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
課
題
を
自

ら
解
決
し
持
続
的
な
地
域
運
営
を
行

う
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
住
民
の

意
見
を
聴
き
、
必
要
に
応
じ
て
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計
画
を
修

正
し
ま
す
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　

地
域
で
目
的
を
持
ち
活
動
の
隊
員

に
国
の
支
援
以
外
に
自
治
体
と
し
て

の
支
援
や
体
制
も
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
経
費
の
捉
え
方
は

　

山
間
地
域
の
活
動
で
は
、
機
械
、

車
両
は
必
要
不
可
欠
。
リ
ー
ス
費
用

を
経
費
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

　

対
象
と
な
る
と
判
断
し
、
柔
軟
に

　

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す洞

口
・
企
画
部
長

　
　

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
に
つ

　
　

い
て

　

令
和
28
年
度
ま
で
に
公
共
施
設
の

総
延
床
面
積
の
16
％
削
減
を
目
標
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

目
標
に
対
す
る
進
捗
状
況
は

　

真
桑
幼
児
園
の
建
設
等
に
よ
り
令

　

和
２
年
度
末
で
0.2
％
の
増
で
す

久
富
・
総
務
部
長

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
末
に
は
新
庁

舎
等
の
建
設
に
よ
り
4.6
％
の
増
と
な

り
、
令
和
18
年
度
末
で
9.4
％
を
削
減

す
る
計
画
で
す
。

＊
他
に
２
点
の
質
問
を
し
ま
し
た

道
下
和
茂

Q1Q3 Q2 A1A3 A2

A1A1 Q1Q1

●委員会活動●

協議案件（関係部分）

主な質疑の内容
○令和３年度本巣市一般会計補正予算（第３号）について

○現地視察：新庁舎建設予定地

・樽見鉄道企画列車等支援事業の価格設定の根拠、販売価格、販売場所、ＰＲ方法は
・樽見鉄道企画列車等支援事業を市においても積極的にＰＲするとともに販売する
 場所を増やす検討をしては

～委員会活動～

総務企画委員会協議会 ６月１８日（金）

▲新庁舎建設予定地を視察する委員 ▲新庁舎建設予定地（早野地内）（GoogleMap）
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●委員会活動●

▲認定路線を視察する委員（春近地内）

▲本丸いちご本舗を視察する委員（長屋地内）

主な質疑の内容

付託案件※審査の結果、全員賛成となった案件
○本巣市印鑑条例の一部を改正する条例ついて

・市民への周知の方法は
・マイナンバーカードの普及状況は
・マイナンバーカードを利用してコンビニでの印鑑証明等の交付が可能となるが、
 高齢者等が詐欺被害にあわないような対応は

主な質疑の内容

協議案件（関係部分）
○令和３年度本巣市一般会計補正予算（第３号）について

・新型コロナウイルスワクチン予約に係る電話予約の割合は
・64歳以下のワクチン接種に係る接種及び予約方法等の進め方は
・基礎疾患の定義についての市の考えは
・不登校対策指導員は何名で常駐するのか
・対応検知カメラの設置台数の考え方と発熱者への対応は

主な質疑の内容

付託案件※審査の結果、全員賛成となった案件
○市道路線の認定について

・宗慶地内の開発道路の舗装表面の仕上げが
 粗いようにみえるがその対応は

主な質疑の内容
○本巣市水道事業給水条例の一部を改正する条例について

・この時期に条例改正する経緯と理由は

主な質疑の内容

協議案件（関係部分）
○令和３年度本巣市一般会計補正予算（第３号）について

○現地視察：市道路線の認定箇所、本丸いちご本舗

・富有柿の里の来庁者用体温検知カメラの機器の内容
 や見積もり金額の内訳は
・麦・大豆生産性向上対策推進事業の事業主体と湿害
 対策の内容は

文教福祉委員会

産業建設委員会

６月２１日（月）

６月２２日（火）
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●審議結果および各議員の表決●

市
長
提
出
議
案

議案第24号

本巣市水道事業給水条例の一部
を改正する条例について

令和３年度本巣市一般会計補正
予算（第３号）について

押印の見直しに伴う関係条例の
整理に関する条例について

議案第26号

議案第30号

令　和　３　年　第　２　回　定　例　会

市
長
提
出
議
案

報告第５号

報告第６号

議案第25号

議案第27号

議案第28号

原状回復請求調停事件の調停に
ついて

専決処分の承認を求めることについて（令和
３年度本巣市一般会計補正予算（第１号））

専決処分の承認を求めることについて（本
巣市税条例等の一部を改正する条例）

本巣市印鑑条例の一部を改正する
条例について

市道路線の認定について

工事請負契約の締結について（消
防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型））

令和３年度本巣市一般会計補正予
算（第２号）について

本巣市議会会議規則の一部を改
正する規則について

令和３年度本巣市一般会計補正予
算（第４号）について

議案第29号

議案第32号

議案第33号

発議第１号

令　和　３　年　第　２　回　定　例　会　（全会一致で可決された議案）

可決

可決

可決

市
長
提
出
議
案
議
員
提
出
議
案

道澤
村
　
　
均

河
村
　
志
信

寺
町
　
　
茂

髙
田
　
浩
視

今
枝
　
和
子

髙
橋
　
勇
樹

議員名（議席番号順） 議
決
結
果議案番号・議案名等

４月１５日
１．人口減少・ポストコロナ社会のデザイン
２．コロナ禍のピンチをチャンスに変える自治体になるためには

４月２２日 １．過去の災害教訓を活かした防災・減災
２．平時の防災と議員の役割

４月２３日 １．令和元年東日本台風災害の被災地長野での対応～避難所の運営について～
２．災害時、復旧・復興期の議員の役割

４月１６日
１．これからのスマート農業　～新しい地域農業の創生～
２．令和の戦国武将　今、女将が地域とともに立ち上がる ▲研修会場の様子

髙田議員、髙橋議員
令和３年４月１５日・１６日 場所：滋賀県　全国市町村国際文化研究所

令和３年度第１回市町村議会議員特別セミナー

●議員研修●

髙橋議員
令和３年４月２２日・２３日 場所：滋賀県　全国市町村国際文化研究所

令和３年度市町村議会議員研修　第１回「防災と議員の役割」



●特集●

「古代と未来のかけ橋　船来山古墳群」
～史跡船来山古墳群保存活用計画書ができました～

　平成３１年２月２６日船来山古墳群は、国史跡に指定されました。本市では、この
貴重な文化財である古墳群やその立地する自然地形の保存と活用を図るととも
に、豊かな歴史文化とその魅力的な里山がまちづくりの中核的資源となることを目
指し、「史跡船来山古墳群保存活用計画」を策定しました。

古墳と柿の館

【 第１次整備地の整備イメージ図】

議会開会のお知らせ

本巣市公式
マスコットキャラクター

もとまる
◆令和３年8月17日（火）（予定）定例会
詳細確定後ホームページに掲載します。

「船来山古墳群の本質的価値」
○弥生時代終末期から古墳時代終末期にかけて約
400年間に作られ、290基もの古墳が確認されて
います。
○いくつかの集団による共同墓域の可能性があり
ます。（多様な形の古墳、築かれた時代の違いか
ら）
○他の地域ではあまり見られない石室の変容動態
（赤彩古墳等）が明らかにされており、一括出土
品、副葬品の多いことが特徴です。

「整備の方向性」
『「本巣市でしか出来ない体験・発見・驚き・喜び」
を！！』として、「史跡船来山古墳群」を全国にその
魅力を発信できる古墳公園として具体的な保存・活
用のための整備方法を検討し、今年度から２か年か
けて「船来山古墳群整備基本計画」の策定を進めて
いきます。

→当時に近い形で保存修復展示する古墳
→石室を露出展示する古墳
→埋め戻し保存し、説明板にて解説する古墳
→古墳の構築過程を解説する古墳

市民の皆様より、表紙の写真を募集します。詳細については議会事務局までお問い合わせください。TEL0581-34-5027 12
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◎臼井悦子　〇髙橋勇樹　村瀬明義　河村志信　髙田浩視議会だより編集特別委員会
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